
ながす議会だよりながす議会だより
No.15

5

決算認定、条例等 ②～⑥
一般質問　８人が登壇し町政を問う ⑦～⑮
委員会活動等、新副議長あいさつ ⑯～⑰
町民のひろば ⑱

令和５年第３回定例会令和５年第３回定例会

長洲町議会ホームページ
過去の議会だよりや会議録を
ご覧いただけます。

Let's  swing!

祭りに花を添えた腹栄中と長洲中の合同演奏祭りに花を添えた腹栄中と長洲中の合同演奏



第３回定例会
９月11日～14日

（４日間）

議会費、商工費、消防費、
諸支出金　2.8％
議会費、商工費、消防費、
諸支出金　2.8％

地方消費税交付金等
10.3％

地方消費税交付金等
10.3％

衛生費
6.3％
衛生費
6.3％

農林水産業費
2.9％

農林水産業費
2.9％

教育費
12.3％
教育費
12.3％ 町税

21.9％
町税
21.9％

寄附金
6.4％
寄附金
6.4％

繰入金
3.5％
繰入金
3.5％

諸収入
1.3％
諸収入
1.3％

国庫支出金
17.1％
国庫支出金
17.1％

地方交付税
21.7％
地方交付税
21.7％

県支出金
6.1％
県支出金
6.1％

町債
11.7％
町債
11.7％

公債費
6.2％
公債費
6.2％

総務費
26.5％
総務費
26.5％

民生費
28.8％
民生費
28.8％

土木費
14.2％
土木費
14.2％ 歳出

86億
2460万円

歳入

89億
2017万円

　町長から提案された決算認定６件、補正予算３件、条例の
一部改正２件、人事案件11件を慎重に審議し、原案どおり可
決された。
　また、一般質問は８名が行い、さまざまな角度から町の姿
勢をただした。

令和４年度一般会計決算

未来への投資は進んだか

主な事業

認
定

地域経済活性化キャンペーン
3333万円

地域経済の回復とキャッシュレ
ス決済の普及が図られた。

学校給食センター整備事業
２億6981万円

令和４年９月より、新学校給食
センターで提供が開始された。

男性の育児休業取得促進
149万円

23件の申請があり、男性の育児
休業取得促進が図られた。

マイナンバー円滑交付事業
1405万円

交付件数5436件、令和５年３月
末で交付率72.95％を達成した。
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歳　
　
入

問
（
竹
本
議
員
）

法
人
町
民
税
が
、
前
年
度
決
算
額

よ
り
２
９
２
８
万
円
増
と
な
っ
て
い
る
。

町
内
の
企
業
の
業
績
が
回
復
傾
向
に
あ

る
の
か
。

答
（
税
務
課
）

企
業
の
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
景
気
回

復
が
主
な
要
因
と
思
わ
れ
る
。

歳　
　
出

問
（
林
議
員
）

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
で
残
額
が

あ
る
。
12
月
以
降
は
申
請
が
な
い
が
、

な
ぜ
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
）

そ
の
期
間
に
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の

実
施
希
望
者
が
い
な
か
っ
た
。

決
算
認
定

主
な
質
疑

一　
　
　
般　
　
　
会　
　
　
計

問
（
濱
㟢
議
員
）

財
産
管
理
費
の
償
還
金
利
子
及
び

割
引
料
が
、
予
算
書
と
比
較
す
る
と
決

算
書
に
出
て
き
て
い
る
。
詳
し
い
説
明

を
。答

（
総
務
課
長
）

旧
長
洲
分
署
が
所
在
し
て
い
た
町

有
地
を
、
消
防
本
部
へ
の
無
償
貸
付
期

間
内
に
、
重
複
し
て
町
内
の
事
業
者
へ

貸
付
け
を
行
っ
た
た
め
、
そ
の
期
間
の

許
可
を
取
消
し
、
返
金
を
行
っ
た
。

問
（
前
田
議
員
）

母
子
等
に
簡
易
貧
血
検
査
を
行
っ

た
後
、
貧
血
該
当
者
へ
の
対
応
は
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
）

栄
養
指
導
に
て
家
庭
で
の
食
事
に

つ
い
て
助
言
し
て
い
る
。
簡
易
検
査
の

た
め
、
機
会
が
あ
れ
ば
病
院
で
相
談
す

る
よ
う
に
勧
め
て
い
る
。

問
（
磯
野
議
員
）

警
察
か
ら
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
デ
ー

タ
閲
覧
要
請
件
数
は
。
こ
れ
は
一
般
で

も
閲
覧
で
き
る
か
。

答
（
総
務
課
）

令
和
３
年
度
１
４
８
件
、
４
年
度

69
件
、
５
年
度
８
月
現
在
18
件
。
閲
覧

は
全
て
警
察
を
通
し
て
実
施
し
て
い
る
。

個
人
は
受
付
け
て
い
な
い
。

問
（
福
本
議
員
）

障
害
福
祉
の
相
談
支
援
事
業
で
、

相
談
者
は
増
加
傾
向
か
。
ど
の
よ
う
に

相
談
に
結
び
つ
け
て
い
く
の
か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
）

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
令
和
４

年
度
は
１
９
９
１
件
と
、
元
年
度
と
同

じ
水
準
で
あ
る
。
町
内
に
も
相
談
支
援

事
業
所
等
が
あ
り
、
各
課
で
も
相
談
を

受
付
け
て
い
る
。

問
（
荒
木
議
員
）

町
営
住
宅
管
理
に
お
け
る
修
繕
の

実
績
は
。

答
（
建
設
課
）

空
き
室
の
室
内
修
繕
を
新
山
団
地

４
戸
、
井
樋
内
団
地
２
戸
で
実
施
し
た
。

そ
の
他
、
小
規
模
な
修
繕
を
各
団
地
で

実
施
し
た
。

問
（
福
田
議
員
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業
に
つ
い

て
、
小
中
学
生
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
学
習

す
る
た
め
の
通
信
機
器
の
貸
与
状
況
は
。

答
（
学
校
教
育
課
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
な
い
家

庭
に
、
令
和
４
年
度
は
小
学
生
15
名
、

中
学
生
６
名
に
通
信
機
器
を
貸
与
し
て

い
る
。

問
（
福
永
議
員
）

予
算
を
計
上
し
て
執
行
し
た
だ
け

で
は
な
く
、
目
標
を
ど
れ
だ
け
達
成
し

た
か
も
決
算
の
成
果
だ
。
総
合
振
興
計

画
の
基
本
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
、

関
連
し
た
事
業
の
実
施
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答
（
町
長
）

施
策
の
数
値
目
標
、
成
果
と
い
う

部
分
が
達
成
で
き
て
い
な
い
分
、
目
標

の
書
き
方
も
検
討
す
る
。
本
町
の
発
展

の
た
め
に
努
力
し
て
い
く
。

貧血の早期発見で健康に

犯罪抑止に活躍中
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国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

問
（
林
議
員
）

疑
義
が
生
じ
た
レ
セ
プ
ト
の
具
体

的
な
内
容
は
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
）

治
療
に
対
し
て
必
要
な
薬
の
組
合

せ
の
違
い
や
、
治
療
の
上
限
回
数
を
超

え
た
も
の
で
あ
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

問
（
林
議
員
）

滞
納
額
が
前
年
度
よ
り
倍
増
し
た

原
因
は
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
）

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
へ
移

行
し
た
が
、
他
の
税
金
の
滞
納
分
納
付

を
優
先
さ
せ
た
た
め
で
あ
る
。

制
度
に
問
題
あ
り

（
林
議
員
）

　
年
金
支
給
額
が
目
減
り
し
、
保
険
料
や
医
療
費
が
高

齢
者
の
生
活
を
直
撃
し
て
い
る
。
高
齢
者
を
一
つ
に
ま

と
め
、
負
担
を
増
加
さ
せ
る
制
度
は
問
題
が
あ
る
。
昨

年
10
月
か
ら
、
窓
口
負
担
が
１
割
か
ら
２
割
に
引
上
げ

ら
れ
、
医
療
費
の
増
加
を
懸
念
し
、
受
診
控
え
の
高
齢

者
が
増
え
て
い
る
。

　
高
齢
者
の
生
存
権
が
脅
か
さ
れ
る
制
度
は
撤
廃
す
べ

き
で
あ
る
。

暮
ら
し
の
不
安
が
増
す
ば
か
り

（
林
議
員
）

１
、
住
民
の
健
康
と
命
を
守
る
た
め
、
が
ん
検
診
の
受

診
率
を
さ
ら
に
高
め
よ
。

２
、
住
民
の
移
動
手
段
で
あ
る
き
ん
ぎ
ょ
タ
ク
シ
ー
の

運
行
拡
大
を
望
む
。

３
、
長
洲
港
湾
改
修
事
業
の
地
元
負
担
軽
減
に
努
力
は

あ
る
が
成
果
が
見
え
な
い
。

　
暮
ら
し
は
厳
し
く
な
り
、
不
安
は
増
す
ば
か
り
で
あ

る
。
事
業
の
取
捨
選
択
を
し
、
無
駄
な
コ
ス
ト
を
無
く

し
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
欲
し
い
。

持
続
可
能
な
制
度
を
確
保
し
て
い
る

（
田
成
議
員
）

　
被
保
険
者
は
増
加
し
て
い
る
が
、
町
は
保
険
料
の
徴

収
事
務
や
適
正
な
繰
入
金
に
よ
り
円
滑
な
事
業
運
営
に

寄
与
し
て
い
る
。
ま
た
、
安
心
し
て
医
療
行
為
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
身
近
な
窓
口
と
し
て
保
険
証
の
発
行
等

必
要
な
事
務
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
医
療
の
高
度
化
、
高
齢
化
等
を
踏
ま
え
た
上
で
、
持

続
可
能
な
医
療
制
度
を
確
保
し
て
お
り
、
町
の
事
務
は
、

制
度
運
営
に
十
分
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

一
般
財
源
の
増
加
と
補
助
金
活
用
を
評
価

（
前
田
議
員
）

　
歳
入
で
は
一
般
財
源
が
増
加
し
、
歳
出
で
は
国
、
県

の
補
助
金
が
有
効
活
用
さ
れ
評
価
で
き
る
。
給
付
金
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
推
進
等
、
限
ら
れ
た
財
源
で

の
経
済
活
動
支
援
は
効
果
的
で
あ
り
、
努
力
が
見
ら
れ

る
。

　
今
後
も
多
様
化
、
複
雑
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ
に
的
確

な
対
策
を
講
じ
て
も
ら
い
た
い
。

反　
対

反　
対

賛　
成

賛　
成

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算
認
定

一
　
般
　
会
　
計
　
決
　
算
　
認
　
定

討論

正しい医療費請求のために
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項目 内容 令和　　　
元年度

令和　　　
２年度

令和　　　
３年度

令和　　　
４年度

早期健全化
基準

実質赤字比率 一般会計の赤字 ー ー ー ー 15.0%
連結実質赤字比率 特別会計を含めての赤字 ー ー ー ー 20.0%
実質公債費比率 実質的な借金の返済額の割合 7.6% 7.6% 6.9% 6.6% 25.0%
将来負担率 将来の負担割合 47.0% 41.5% 29.3% 35.6% 350.0%

町
長
及
び
副
町
長
の
給
料
の
特
例
に
関

す
る
条
例

管
理
監
督
責
任
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
給
与
減
額

問
（
竹
本
議
員
）

水
道
事
業
に
お
け
る
事
務
の
遅
延

に
対
し
て
、
な
ぜ
町
長
と
副
町
長
の
問

題
だ
け
で
条
例
が
制
定
さ
れ
る
の
か
。

職
員
は
。

答
（
総
務
課
長
）

町
長
、
副
町
長
は
処
分
で
は
な
く
、

条
例
制
定
に
よ
り
そ
れ
ら
の
責
任
を
取

り
、
自
ら
の
給
与
減
額
を
行
う
も
の
で

あ
る
。
職
員
は
、
懲
戒
等
審
議
会
に
お

い
て
審
議
さ
れ
、
処
分
が
決
定
さ
れ
る
。

任
期
：
令
和
５
年
９
月
29
日
～

　
　
　
令
和
９
年
９
月
28
日

条　
例

報　
告

健全化判断比率

一般会計・特別会計・企業会計の決算収支

長洲町は早期健全化基準を下回っており、健全である。

※金額は端数処理しているため合わない場合あり

備考　　；実質赤字額又は連結実質赤字額がないため、実質赤字比率及び連結実質赤字比率は数値なし。
　　　　　

現委員の任期満了により後任委員を任命するもの。
任期：令和５年10月31日～令和８年10月30日

会計名 歳入 歳出 翌年度へ繰越
すべき財源

実質収支額 
（差引額）

前年度 
実質収支額 単年度収支額

一般会計 89億2017万円 86億2460万円 1億1757万円 1億7801万円 2億7937万円 △1億136万円
国民健康保険 20億9296万円 20億8316万円 0円 980万円 3412万円 △2432万円
介護保険 18億1092万円 17億1941万円 0円 9151万円 8155万円 996万円
後期高齢者医療 2億4940万円 2億4881万円 0円 59万円 72万円 △13万円

企業会計名 収入 支出 収支の差額

水道事業
収益的収支 2億3949万円 2億3055万円 894万円
資本的収支 85万円 1億346万円 △1億261万円

下水道事業
収益的収支 8億4646万円 7億8854万円 5792万円
資本的収支 5億1507万円 8億1018万円 △2億9511万円

人
事
案
件

岩切久美子 氏
（下東区）

教
育
委
員
会
委
員

農 業 委 員 会 委 員

＊
…
再
任

＊
宮
本
静
子

＊
中
嶋
英
徳

＊
石
井
　
裕

坂
井
隆
浩

池
上
一
也

菊
本
耕
二

吉
田
一
明

上
田
正
三

坂
本
敦
子

上
野
美
登

氏
名

（
敬
称
略
）

新
町
区

腹
赤
区

鷲
巣
区

梅
田
区

建
浜
区

平
原
区

上
沖
洲
区

永
方
区

向
野
区

平
原
区

行
政
区
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導
入
後
は
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
立
つ

問
（
磯
野
議
員
）

ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替
受
付
機
器
導

入
で
業
務
の
効
率
化
は
で
き
る
か
。

答
（
会
計
管
理
者
）

口
座
振
替
の
受
付
件
数
は
、
紙

ベ
ー
ス
が
１
４
８
件
、
端
末
が
２
５
３

件
で
４
０
１
件
で
あ
っ
た
。
端
末
に
代

わ
っ
て
い
け
ば
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
や
業

務
の
効
率
化
に
つ
な
が
る
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
に
も
補
助
金
が

問
（
竹
本
議
員
）

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
価
格
高
騰
対
策
支
援
事

業
補
助
金
を
ど
う
使
う
の
か
。

答
（
総
務
課
長
）

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
個
人
で
使
う
４
２
６	

４
世
帯
に
、
一
世
帯
あ
た
り
６
千
円
を

補
助
す
る
。
荒
尾
・
玉
名
地
域
等
の
ガ

ス
事
業
者
と
契
約
し
て
い
る
個
人
も
対

象
と
す
る
。

高
齢
者
へ
の
補
聴
器

　
　
　
　
購
入
時
に
一
部
助
成

問
（
林
議
員
）

３
万
円
の
助
成
を
受
け
て
補
聴
器

を
購
入
し
、
故
障
で
買
換
え
が
必
要
と

な
っ
た
と
き
は
、
再
度
助
成
対
象
と
な

る
の
か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

補
聴
器
購
入
後
に
紛
失
、
故
障
等

し
た
と
き
は
、
２
度
目
の
助
成
は
な
い
。

デ
ジ
タ
ル
化
は
着
実
に

　
　
　
　
　
　
　
進
ん
で
い
る

問
（
竹
本
議
員
）

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交

付
金
は
、
ど
う
い
う
補
助
金
か
。

答
（
総
務
課
長
）

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入

で
予
算
を
計
上
し
て
お
り
、
そ
れ
に
対

す
る
国
の
補
助
金
で
あ
る
。

審議結果　＜全議案可決＞ 賛成…○　　反対…×

＊この審議結果は賛否の分かれたもののみ掲載しています。＊議長は表決に加わりません。

議案番号 事　件　名 田
成

前
田 林 荒

木
福
田

竹
本

福
本

磯
野

浦
邊

徳
永

濱
村

松
井

濱
㟢

福
永

認定第１号 令和４年度長洲町一般会計決算
認定 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第４号 令和４年度長洲町後期高齢者医
療特別会計決算認定 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算

主
な
質
疑

さ　ら　に　生　活　支　援　！

令和５年度一般会計補正予算　１億5043万円追加し、総額75億5607万円

公共施設予約システム整備 515万円

LPガス価格高騰対策支援 3077万円

高齢者補聴器購入助成 90万円

出産・子育て応援給付金 570万円

主な事業

新たな物価高騰対策

潮さい（R5.11.15 No.155）潮さい（R5.11.15 No.155）
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

町政を問う　一般質問

一般質問　目次

一般質問では、議員が町に対して、町政全般にわたって施策を問いただす。
９月定例会では８人の議員が登壇し、一般質問を行った。
議会だよりでは、質問と答弁の要旨をまとめており、全文記録（会議録）は
町ホームページに掲載している。

質問項目 質問者 ページ

２030年までがラストチャンスだ 磯野　　博 ８

充実した金魚と鯉の郷広場施設づくりを

濱㟢　　久 ９通学路の点検と安全対策を

答弁は虚言ではないか

登校日には給食の実施を 田成　　護 10

子育て支援は、地域全体で支える取組が
必要では！ 前田美和子 11

学校給食費の保護者負担の完全無償化、一部
助成を求める 林　　敏哉 1２

ふるさと納税を活用した地域活性化を
荒木　睦子 13

通学路の安全対策を

人口減少や少子高齢化時代の新しい地域運営
組織の設立を 竹本　信次 14

第３次食育推進計画の状況は 福本みや子 15

潮さい（R5.11.15 No.155）潮さい（R5.11.15 No.155）

一 般 質 問
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町
政
を
問
う

若
い
子
育
て
世
代
が
イ
ン
フ
レ
で
生

活
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
れ
ば
、
将

来
に
不
安
を
覚
え
る
の
も
無
理
は
な
い
。

２
０
３
０
年
問
題
は
目
前
に
迫
っ
て
い

る
。
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
ま
で
あ
と
７
年
、

本
町
独
自
の
異
次
元
の
少
子
化
対
策
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）	

	

６
月
に
策
定
さ
れ
た
国
の
こ
ど
も

未
来
戦
略
方
針
に
お
い
て
、
若
年
人
口

が
急
激
に
減
少
す
る
２
０
３
０
年
ま
で

に
現
状
の
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
、
少
子
化
対

策
は
全
国
的
な
喫
緊
の
課
題
の
一
つ
で

あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

　
町
に
お
い
て
も
、
総
合
的
な
少
子
化

対
策
に
取
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
国
の

動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
乳
幼
児
期
か
ら

の
健
康
や
教
育
面
に
お
け
る
子
育
て
支

援
を
は
じ
め
、
道
路
整
備
や
宅
地
開
発

等
に
よ
る
定
住
の
促
進
、
福
祉
や
産
業

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
総
合
的
な

人
口
減
少
対
策
に
向
け
た
事
業
の
展
開

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
新
規
の
取
組
等
は
特
に
考
え
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
か
。

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）		

子
育
て
世
帯
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す

る
た
め
に
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
を
５
年
ご
と
に
策
定
し
て
い
る
。

令
和
６
年
度
に
次
の
計
画
を
策
定
す
る

の
で
、
各
年
代
へ
の
ニ
ー
ズ
調
査
等
を

行
う
予
定
で
あ
る
。
そ
こ
で
出
て
き
た

意
見
を
集
約
し
、
子
育
て
世
帯
の
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
取
組
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
本
町
の
高
齢
化
率
は
何
％
か
。

答
（
住
民
環
境
課
長
）	

	
６
月
末
現
在
で
36
・
６
％
で
あ

る
。

問
昨
年
10
月
の
国
の
29
％
と
比
較
し

て
、
10
年
以
上
先
に
進
ん
で
い
る

の
で
は
な
い
か
。
本
町
は
消
滅
可
能
性

自
治
体
と
言
わ
れ
て
い
る
。	

	

　

町
の
少
子
高
齢
化
は
既
に
進
行
し

て
、
実
は
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
町
民
一
丸
と
な
っ
て

克
服
す
べ
き
課
題
で
は
な
い
か
。		

　
国
は
、「
２
０
３
０
年
ま
で
が
ラ
ス

ト
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
我
が
国
の
持
て

る
力
を
総
動
員
し
、
少
子
化
対
策
と
経

済
成
長
実
現
に
不
退
転
の
決
意
で
取
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
強
く
発

信
し
て
い
る
。
次
年
度
に
向
け
た
子
育

て
支
援
の
考
え
は
。

答
（
町
長
）	

	

国
、
町
に
お
い
て
も
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
国

が
打
ち
上
げ
て
い
る
異
次
元
の
少
子
化

対
策
や
、
具
体
的
な
財
源
等
の
案
が
出

て
く
る
と
思
う
。
こ
れ
を
来
年
度
の
事

業
等
で
取
組
ん
で
い
く
。

磯
いそ
野
の
　博

ひろし

議員

2030年までがラストチャンスだ

答 喫緊の課題と認識している

本町独自の子育て支援策を！

潮さい（R5.11.15 No.155）潮さい（R5.11.15 No.155）

一 般 質 問
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

さ
き
の
台
風
で
、
町
管
理
道
路
上
に

数
か
所
、
樹
木
が
倒
れ
込
ん
で
３

日
目
、
見
か
ね
た
住
民
が
倒
れ
た
樹
木

を
伐
採
し
て
い
た
。	

	

　
植
栽
し
た
藤
の
木
は
、
な
ぜ
花
が
咲

か
な
い
の
か
。	

	

　
鯉
の
池
の
排
水
は
、
設
計
に
配
慮
不

足
が
あ
る
と
答
弁
が
あ
っ
た
。
心
底
か

ら
努
力
し
て
、
再
び
活
性
化
し
、
唯
一
、

町
外
の
人
を
招
く
場
を
提
供
し
て
い
る

町
長
を
心
か
ら
支
え
る
公
務
員
魂
は
な

い
の
か
。
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、

心
か
ら
楽
し
め
る
、
活
力
の
あ
る
楽
し

い
金
魚
と
鯉
の
郷
広
場
と
し
て
ど
う
し

た
ら
い
い
か
。	

	

　
当
時
の
答
弁
は
、
そ
の
時
の
議
員
の

指
摘
を
十
分
考
慮
し
、
そ
の
よ
う
な
広

場
づ
く
り
に
努
め
る
と
あ
っ
た
が
、
桜

切
る
バ
カ
と
議
事
録
に
残
る
町
の
基
本

的
な
考
え
を
伺
う
。

答
（
町
長
）	
	

金
魚
と
鯉
の
郷
広
場
は
、
金
魚
の

館
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
、
は
ら
っ
ぱ
広
場
、

多
目
的
広
場
、
せ
せ
ら
ぎ
川
、
修
景
池

等
を
有
し
、
憩
い
、
安
ら
ぎ
、
交
流
、

そ
し
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
場
と
し

て
町
の
魅
力
を
発
信
す
る
施
設
で
あ

る
。
安
心
安
全
に
利
用
で
き
、
賑
わ
い

の
あ
る
施
設
と
し
て
、
多
く
の
皆
様
に

ご
来
場
い
た
だ
け
る
よ
う
、
管
理
運
営

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
清
源
寺
地
内
の
通
学
路
、
町
道
赤

田
・
腹
赤
線
に
雑
草
等
が
繁
茂

し
、
児
童
が
用
排
水
路
を
確
認
で
き
ず

転
倒
し
て
い
た
こ
と
を
把
握
し
た
か
。

答
（
町
長
）	

	

指
摘
が
あ
っ
た
時
は
把
握
し
て
い

な
か
っ
た
。
早
速
、
路
肩
の
補
修
と
転

落
防
止
柵
の
設
置
を
実
施
し
た
。

答
（
教
育
長
）		

通
学
路
に
児
童
が
転
落
し
て
い
た

こ
と
は
把
握
し
て
い
る
。

問
児
童
名
や
、
被
害
者
に
話
を
聞
く

等
の
調
査
を
し
た
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

	

児
童
は
誰
だ
っ
た
か
不
明
で
あ
る
。

問
「
教
育
委
員
会
に
は
、
生
徒
か
ら

聞
き
取
っ
た
メ
モ
を
取
り
ま
と
め

た
も
の
は
な
い
。」
と
い
う
答
弁
が
あ
っ

た
。
し
か
し
教
育
長
は
、「
私
ど
も
教

育
委
員
会
の
答
弁
で
は
、
矛
盾
す
る
発

言
は
し
て
い
な
い
。」
と
答
弁
し
て
い

る
。
虚
言
で
は
な
い
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

	

令
和
４
年
９
月
議
会
の
教
育
長
の

答
弁
で
、
私
の
答
弁
が
言
葉
足
ら
ず

だ
っ
た
た
め
誤
解
を
招
い
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
お
わ
び
を
申
し
上
げ
た
。

充実した金魚と鯉の郷広場 
施設づくりを

答

濱
はま
㟢
さき
　久

ひさし

議員

町の魅力を発信する施設づくりに
努める

通
学
路
の
点
検
と
安
全
対
策
を

安
全
対
策
を
進
め
る

答

学童を守る転落防止柵を設置

皆さんをお迎えする 
金魚と鯉の郷

答
弁
は
虚
言
で
は
な
い
か

言
葉
足
ら
ず
で
誤
解
を
招
い
た

答

潮さい（R5.11.15 No.155）潮さい（R5.11.15 No.155）

一 般 質 問
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町
政
を
問
う

田
た
成
なり
　護

まもる

議員

荒尾市と調整を進めていく答

登校日には給食の実施を

夏
休
み
前
３
日
間
の
登
校
日
に
給
食

が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。
理
由
は
。

答
（
教
育
長
）		

本
町
の
春
休
み
、
夏
休
み
の
変
更

に
よ
り
、
荒
尾
市
と
の
調
整
が
遅
く

な
っ
た
た
め
実
施
で
き
な
か
っ
た
。

問
な
ぜ
、
遅
く
な
っ
た
の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

	

本
町
は
毎
年
12
月
に
来
年
度
の
計

画
を
立
て
て
い
る
。
間
に
合
う
と
い
う

認
識
で
あ
っ
た
が
、
荒
尾
市
は
計
画
策

定
が
終
了
し
て
い
た
。

問
給
食
セ
ン
タ
ー
を
共
同
で
設
立	

運
営
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
本

町
だ
け
で
も
３
日
間
の
給
食
を
実
施
で

き
な
か
っ
た
の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

	

給
食
セ
ン
タ
ー
と
調
理
配
送
の
委

託
業
者
と
の
契
約
で
、
給
食
実
施
日
数

の
年
間
の
上
限
日
数
が
２
０
０
日
と

な
っ
て
い
る
。
荒
尾
市
と
長
洲
町
の
給

食
実
施
日
数
が
２
０
０
日
を
３
日
超
え

て
し
ま
い
、
実
施
で
き
な
か
っ
た
。

問
保
護
者
か
ら
学
校
や
教
育
委
員
会

へ
、
意
見
や
要
望
は
な
か
っ
た
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

	

夏
休
み
前
に
、
学
校
か
ら
保
護
者

へ
学
級
通
信
や
学
校
だ
よ
り
等
で
事
情

を
説
明
し
て
お
り
、
問
合
せ
は
な
か
っ

た
。問

来
年
度
、
登
校
日
に
は
給
食
が
完

全
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
交
渉
は

で
き
る
の
か
。

答
（
教
育
長
）		

す
で
に
荒
尾
市
と
協
議
、
調
整
を

開
始
し
て
い
る
。
学
校
運
営
に
支
障
が

な
い
よ
う
、
調
整
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
学
校
給
食
は
、
子
ど
も
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
の
摂
取
等
、
食

育
だ
け
で
は
な
く
、
家
庭
の
負
担
の
軽

減
に
つ
な
が
る
要
素
も
大
変
大
き
い
。

来
年
度
以
降
、
登
校
日
に
は
給
食
が
実

施
さ
れ
る
よ
う
に
希
望
す
る
。

登校日は給食を！

保護者の負担軽減にも

潮さい（R5.11.15 No.155）潮さい（R5.11.15 No.155）
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

少
子
化
は
、
経
済
活
動
の
低
下
や
社

会
保
障
制
度
の
安
定
を
ゆ
る
が
す

も
の
で
あ
る
。
地
域
全
体
で
子
育
て
を

支
援
し
、
支
え
合
う
持
続
的
な
取
組
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）	

	

本
町
に
お
い
て
、
病
気
の
早
期
発

見
や
健
康
面
の
支
援
、
幼
児
教
育
の
支

援
、
ま
た
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま

で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
い
、
安

心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
整
備
に
取

組
ん
で
い
る
。
町
と
地
域
が
連
携
し
た

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
更
な
る
強
化
を

図
っ
て
い
く
。

問
昨
年
度
よ
り
い
ち
早
く
、
男
性
育

児
休
業
促
進
奨
励
金
事
業
に
取
組

ん
で
い
る
が
、
実
績
は
。

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）		

令
和
４
年
度
の
申
請
件
数
は
23

件
、
交
付
金
額
は
１
４
８
万
５
千
円
。

今
年
度
８
月
末
で
は
申
請
件
数
が
９
件

あ
り
、
交
付
金
額
は
76
万
円
で
あ
る
。

問
効
果
と
今
後
の
周
知
に
つ
い
て

は
。

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）		

令
和
４
年
度
の
出
生
数
は
85
人

で
、
27
％
の
取
得
率
。
今
年
度
８
月
末

に
は
出
生
数
45
件
の
う
ち
取
得
が
９
件

で
、
こ
の
結
果
か
ら
も
取
得
拡
大
に
大

き
な
効
果
が
あ
っ
た
。
今
後
、
広
報
や

町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
配
信
等
で
広
く
周

知
し
て
い
く
。

問
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
の
「
子
ど
も
第
三
の

居
場
所
事
業
」
は
、
全
て
の
子
ど

も
達
が
未
来
へ
の
希
望
を
持
ち
、
こ
れ

か
ら
の
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
育
む
機

会
と
環
境
を
提
供
す
る
事
業
で
あ
り
、

少
子
化
対
策
と
し
て
重
要
な
取
組
で
あ

る
。
少
子
化
対
策
と
し
て
有
名
な
岡
山

県
奈
義
町
で
は
、
こ
の
事
業
を
い
ち
早

く
運
用
し
取
組
を
行
っ
て
い
る
。		

			

　
本
町
に
お
い
て
も
、
安
心
し
て
こ
こ

ろ
豊
か
に
子
育
て
で
き
る
ま
ち
の
実
現

の
た
め
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
利
活

用
の
一
環
と
し
て
、
運
用
し
て
は
ど
う

か
。答

（
町
長
）	

	

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
の
子
ど
も
第
三
の
居

場
所
事
業
は
全
国
的
に
展
開
し
て
い

る
。
全
て
の
子
ど
も
が
安
心
し
て
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
は
、
子
育
て
支
援
に
お
い
て
重
要
で

あ
る
。
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
利
活
用

の
一
環
と
し
て
、
子
ど
も
第
三
の
居
場

所
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
く
。

地域との連携を強化していく答

前
まえ
田
だ
美
み わ こ
和子

議員

子育て支援は、地域全体で支える 
取組が必要では！

パパの腕の中でスヤスヤ

地域福祉センターの活用を期待

潮さい（R5.11.15 No.155）潮さい（R5.11.15 No.155）

一 般 質 問
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町
政
を
問
う

全
国
的
に
も
近
隣
自
治
体
で
も
、
保

護
者
負
担
の
無
償
化
や
一
部
助
成

を
行
っ
て
い
る
自
治
体
が
増
え
続
け
て

い
る
。
こ
れ
は
保
護
者
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
や
、
子
育
て
支
援
の
推
進
、
さ

ら
に
は
若
い
世
代
の
定
住
促
進
に
も
つ

な
が
り
、
喫
緊
の
課
題
と
考
え
る
が
。

答
（
教
育
長
）		

学
校
給
食
法
第
11
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
保
護
者
負
担
が
原
則
で
あ
る
と

認
識
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
無
償
化
、
一

部
助
成
の
予
定
は
な
い
。

問
宇
城
市
が
熊
本
県
内
の
市
レ
ベ
ル

で
初
と
な
る
完
全
無
償
化
を
８
月

よ
り
開
始
し
た
。
芦
北
町
も
今
年
４
月

よ
り
完
全
無
償
化
を
開
始
し
、
和
水
町

は
半
額
助
成
か
ら
全
額
助
成
に
今
年
４

月
よ
り
制
度
を
拡
大
し
た
。
こ
の
背
景

に
は
何
が
あ
る
と
考
え
る
か
。

答
（
教
育
長
）		

子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て
子
ど

も
達
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
手
段

と
し
て
、
各
自
治
体
の
政
策
的
な
考
え

の
下
に
実
施
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

問
こ
ど
も
家
庭
庁
は
、
具
体
的
政
策

と
し
て
「
こ
ど
も
・
子
育
て
加
速

化
プ
ラ
ン
」
を
取
り
ま
と
め
た
が
、「
学

校
給
食
費
の
無
償
化
」
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
政
策
を
打
ち
出
し
て
き
た
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

	

「
こ
ど
も
未
来
戦
略
方
針
」
に
お

い
て
、「
学
校
給
食
の
無
償
化
」
は
明

確
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

問
公
費
負
担
制
度
の
基
準
に
該
当
し

な
く
て
も
、
経
済
的
に
困
窮
し
て

い
る
世
帯
は
数
多
く
存
在
す
る
。
教
育

長
よ
り
、「
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る

世
帯
は
就
学
援
助
や
生
活
保
護
費
と
し

て
公
費
で
負
担
と
し
て
い
る
。」
と
答

弁
が
あ
っ
た
が
、
公
費
負
担
率
は
全
体

の
何
割
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

	

全
児
童
生
徒
数
に
占
め
る
割
合
は

約
９・７
％
で
あ
る
。

問
就
学
援
助
や
生
活
保
護
制
度
の
適

応
を
受
け
ら
れ
な
い
生
活
困
窮
世

帯
も
含
め
、
す
べ
て
の
児
童
生
徒
が
対

象
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。		

　
制
度
化
し
た
自
治
体
は
、
創
意
工
夫

し
な
が
ら
持
続
可
能
な
財
源
確
保
を

行
っ
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
を
基
金

と
し
て
積
み
立
て
、
一
般
財
源
と
基
金

を
活
用
し
て
財
源
に
充
て
る
考
え
は
な

い
か
。

答
（
町
長
）	

	

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
を
安
定
収

入
と
し
て
財
源
に
充
て
る
こ
と
は
、
リ

ス
ク
を
伴
う
部
分
が
あ
る
と
考
え
る
。

一
部
負
担
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
に
国

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
検
討
す
る
。

問
ど
う
す
れ
ば
持
続
可
能
な
財
源
の

捻
出
、
確
保
が
で
き
る
か
を
考
え

る
の
が
、
町
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
町

長
の
任
務
で
は
な
い
か
。
町
長
の
決
断

だ
と
思
う
。
町
が
優
先
課
題
と
し
て
役

割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一部負担など、検討する。答

林
はやし
　敏

とし
哉
や

議員

学校給食費の保護者負担の 
完全無償化、一部助成を求める

学校給食の無償化は喫緊の課題

潮さい（R5.11.15 No.155）潮さい（R5.11.15 No.155）

一 般 質 問
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

平
成
20
年
に
ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度

が
開
始
さ
れ
、
15
年
を
経
過
し
、

年
々
納
税
額
が
拡
大
し
て
い
る
。
魅
力

あ
る
地
域
特
産
品
の
返
礼
品
の
充
実
等

を
含
め
、
制
度
を
活
用
し
た
地
域
活
性

化
の
取
組
を
伺
う
。

答
（
町
長
）	

	

寄
附
額
の
過
去
３
年
間
で
は
、
令

和
２
年
度
８
億
１
２
６
４
万
円
、
令
和

３
年
度
５
億
９
４
４
６
万
円
、
令
和
４

年
度
５
億
５
６
３
４
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
町
は
、
子
育
て
支
援
や
教
育
、
福

祉
の
使
途
を
明
示
し
、
活
用
に
つ
い
て

情
報
配
信
を
行
う
と
と
も
に
、
返
礼
品

の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

問
令
和
２
年
度
の
８
億
円
を
超
え
る

多
額
の
寄
附
の
要
因
は
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）		

ふ
る
さ
と
納
税
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
サ
イ
ト
を
増

や
し
た
こ
と
が
要
因
と
考
え
る
。

問
現
在
、
町
の
返
礼
品
は
何
種
類
あ

る
の
か
。
ま
た
、
上
位
返
礼
品
は

ど
う
い
う
も
の
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）		

約
４
０
０
品
目
あ
る
。
特
に
多
い

の
は
有
明
海
の
ノ
リ
、
米
、
梨
で
、
特

に
地
元
の
梨
農
家
の
協
力
に
よ
り
伸
び

て
い
る
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い
道
の
状
況

を
伺
う
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）		

①
子
育
て
支
援
・
教
育
の
充
実	

②
健
康
づ
く
り
・
福
祉
の
充
実	

　

③
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
事
業	

　

④
町
に
一
任　
の
４
項
目
で
あ
る
。

問
通
学
路
（
町
道
上
四
丁
目
・
海
岸

線
）
を
登
下
校
す
る
と
き
に
、
車

の
往
来
も
あ
り
、
危
険
と
思
わ
れ
る
場

子育て支援や教育、福祉等に活用し
返礼品の充実に努める答

荒
あら
木
き
　睦

むつ
子
こ

議員

ふるさと納税を活用した 
地域活性化を

所
を
改
善
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
対
策

を
伺
う
。

答
（
教
育
長
）		

お
尋
ね
の
通
学
路
は
、
一
直
線
に

な
っ
て
い
な
い
た
め
、
見
通
し
が
良
く

な
い
。
児
童
に
は
危
険
回
避
の
た
め
左

側
を
通
行
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

問
全
校
児
童
２
３
７
名
の
約
３
割
、

69
名
が
こ
の
道
路
を
通
学
し
て
い

る
。
時
間
的
に
車
の
往
来
も
多
い
。
現

状
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

	

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
さ
ら
に

指
導
を
強
化
し
て
い
く
。

問
全
長
90
ｍ
の
う
ち
、
残
り
60
ｍ
の

改
善
対
策
を
伺
う
。

答
（
建
設
課
長
）	

	

今
後
必
要
に
応
じ
協
議
す
る
。

通
学
路
の
安
全
対
策
を

危
険
予
知
能
力
の
育
成
、 

指
導
を
さ
ら
に
強
化

答

ふるさと納税で長洲町を元気に！

安全な通学路を

潮さい（R5.11.15 No.155）潮さい（R5.11.15 No.155）

一 般 質 問

13



町
政
を
問
う

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
衰
退
等
、
様
々
な
課
題

が
今
後
予
想
さ
れ
る
。
急
速
な
変
化
に

対
応
し
て
い
く
た
め
、
地
域
の
将
来
像

を
描
き
、
取
組
む
べ
き
課
題
を
明
確
化

し
、
全
国
的
に
普
及
が
進
ん
で
い
る
地

域
運
営
組
織
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。	
	

　
地
域
運
営
組
織
（
地
域
づ
く
り
協
議

会
）
の
設
立
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
考

え
、
今
後
ど
う
取
組
ん
で
い
く
の
か
。

答
（
町
長
）	
	

全
国
で
７
，
２
３
４
の
組
織
、
県

内
９
市
町
で
１
２
８
の
組
織
が
設
置
さ

れ
て
い
る
が
、
本
町
で
は
「
地
域
運
営

組
織
」
の
設
立
は
さ
れ
て
い
な
い
。
町

内
37
行
政
区
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性
や
特

色
を
活
か
し
た
創
意
工
夫
に
よ
る
活
動

が
、
区
長
を
中
心
に
関
係
団
体
と
連
携

し
て
展
開
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
取
組

を
引
き
続
き
支
援
す
る
。

問
本
年
６
月
末
に
お
け
る
65
歳
以
上

の
割
合
が
最
小
と
最
大
の
行
政
区

の
高
齢
化
率
及
び
人
口
を
伺
う
。

答
（
町
長
）	

	

65
歳
以
上
の
割
合
が
最
小
の
行
政

区
は
向
野
北
区
で
あ
り
、
人
口
6
０
０

名
の
う
ち
65
歳
以
上
が
２
名
で
、
高
齢

化
率
０
・
３
％
と
な
っ
て
い
る
。
向
野

北
区
は
、
約
３
分
の
１
は
外
国
人
労
働

者
で
他
の
区
と
は
環
境
が
異
な
る
。
最

大
の
行
政
区
は
、
下
本
区
が
人
口
68
人

の
う
ち
65
歳
以
上
が
41
人
で
、
高
齢
化

率
60
・
３
％
で
あ
る
。

問
人
口
減
少
、
地
域
の
高
齢
化
率
の

高
ま
り
等
に
伴
い
、
各
行
政
区
が

運
営
を
行
う
に
あ
た
り
、
抱
え
る
現
状

の
問
題
点
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）	

	

人
口
が
減
少
し
、
少
子
高
齢
化
が

進
む
中
で
、
区
の
役
員
の
な
り
手
不
足

や
人
材
の
固
定
化
、
地
域
活
動
を
主
体

的
に
担
う
区
民
の
高
齢
化
等
に
よ
り
、

行
政
区
ご
と
で
活
動
の
範
囲
に
差
が
生

じ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
の
変
化
に

伴
い
、
区
長
や
役
員
、
民
生
員
等
の
な

り
手
不
足
、
町
や
区
の
行
事
へ
の
参
加

率
が
低
下
し
、
既
存
の
組
織
が
今
後
も

活
動
を
維
持
で
き
る
か
と
い
う
問
題
等

が
考
え
ら
れ
る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
か
ら
の
「
地
域
づ
く
り
と
人
づ
く
り
」

に
つ
い
て
町
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）	

	

今
後
も
地
域
と
行
政
の
連
携
を
密

に
し
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
支

援
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、

地
域
町
民
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、

「
地
域
づ
く
り
・
人
づ
く
り
」
に
取
組

ん
で
い
く
。

町内37行政区の地域性や特色を 
活かした取組を継続支援する答

竹
たけ
本
もと
　信

しん
次
じ

議員

人口減少や少子高齢化時代の 
新しい地域運営組織の設立を

地域の暮らしを守るため地域運営組織の形成・運営を 
（総務省：地域運営組織分離型のイメージより）

潮さい（R5.11.15 No.155）潮さい（R5.11.15 No.155）

一 般 質 問
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

食
育
推
進
計
画
策
定
委
員
会
の
令
和

２
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か

ら
、	

１
、
成
人
の
食
育
へ
の
関
心
が
年
々
低

く
な
っ
て
い
る
。		

２
、
成
人
の
朝
食
抜
き
が
目
立
つ
。	

３
、
高
齢
者
の
共
食
割
合
が
低
い
。	

等
の
心
配
な
点
が
あ
る
。
本
町
の
食
育

現
状
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）	

	

若
年
世
代
の
朝
食
欠
食
や
食
育
へ

の
関
心
低
下
は
家
庭
へ
の
影
響
が
危
惧

さ
れ
る
。
無
関
心
層
に
向
け
て
食
育
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
幼
少
期
か
ら
の
健
康
意
識
を
高
め

る
た
め
、
さ
ら
に
学
校
と
連
携
し
、
家

庭
に
対
し
朝
食
を
と
る
必
要
性
を
啓
発

し
て
い
く
。
さ
ら
に
高
齢
者
に
も
、
介

護
予
防
拠
点
や
食
生
活
改
善
事
業
の
料

理
教
室
や
講
話
等
を
関
係
団
体
と
引
続

き
連
携
し
取
組
む
こ
と
が
大
事
だ
。

問
課
題
へ
の
具
体
的
な
取
組
は
。		

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）	

	

児
童
生
徒
に
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
肥

満
の
増
加
が
有
り
、
間
食
や
栄
養
バ
ラ

ン
ス
や
食
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
見
方
を
学

ぶ
食
育
の
学
習
を
実
施
し
て
い
る
。		

　
介
護
予
防
拠
点
で
は
体
力
測
定
や
栄

養
講
話
や
調
理
実
習
等
で
啓
発
す
る
。

特
に
高
齢
者
単
身
世
帯
の
半
数
が
痩
せ

と
い
う
結
果
が
あ
り
、
シ
ニ
ア
男
性
に

向
け
て
『
こ
れ
カ
ラ
ダ
健
康
教
室
』
を

開
催
し
て
い
る
。
公
募
以
外
に
健
康
診

断
の
結
果
で
改
善
が
必
要
な
人
に
も
声

掛
け
し
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

地域連携でライフステージに応じた
食育の推進に努める答

福
ふくもと
本みや子

こ

議員

第３次食育推進計画の状況は

問
取
組
に
工
夫
や
ア
イ
デ
ア
が
あ
る
。

発
想
は
ど
こ
か
ら
か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）	

	

食
生
活
の
改
善
や
健
診
の
大
切
さ

を
働
き
盛
り
世
代
や
健
康
無
関
心
層
へ

ど
う
伝
え
る
か
が
一
番
の
課
題
だ
。
保

健
師
、
管
理
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士
が

議
論
し
ア
イ
デ
ア
を
出
し
あ
い
、
事
業

に
活
か
す
こ
と
で
予
防
活
動
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

問
家
庭
で
の
食
生
活
の
重
要
性
が
高

ま
っ
て
い
る
。
献
立
の
ヒ
ン
ト
や

郷
土
料
理
の
レ
シ
ピ
等
動
画
で
の
情
報

発
信
等
も
必
要
だ
。
今
後
、
策
定
す
る

健
康
増
進
計
画
で
の
食
育
の
考
え
方
を

伺
う
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）	

	

デ
ジ
タ
ル
化
を
活
か
し
た
情
報
発

信
も
視
野
に
入
れ
地
産
地
消
料
理
や
郷

土
料
理
も
伝
承
し
て
い
く
。
国
の
次
期

健
康
増
進
計
画
の
目
標
に
沿
っ
て
、
健

康
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
分
析
し
、

独
自
の
食
生
活
習
慣
に
関
す
る
課
題
を

見
つ
け
計
画
を
策
定
し
た
い
。
町
民
の

食
へ
の
関
心
を
高
め
、
広
が
り
の
あ
る

活
動
に
発
展
さ
せ
、
健
康
施
策
・
栄
養

施
策
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

毎日７種類は食べましょう！
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委員会等
活 動

建設経済文教常任委員会

長洲町議会政治倫理審査会

総務保健福祉常任委員会

議会運営委員会

委員会では、町の問題点等について調査・審査
し、どのような改善や対応が必要かを協議して
います。令和５年10月２5日から以下のとおり新
体制でスタートします。

委
員
長

　
磯
野　
　
博

副
委
員
長

　
濱
村　
芳
光

委
員

　
林　
　
敏
哉

　
竹
本　
信
次

　
徳
永　
範
昭

　
濱
㟢　
　
久

　
福
永　
栄
助

委
員
長

　
荒
木　
睦
子

副
委
員
長

　
田
成　
　
護

委
員

　
前
田
美
和
子

　
福
田　
史
治

　
福
本
み
や
子

　
浦
邊　
朝
章

　
松
井　
一
也

会
長

　
林　
　
敏
哉

副
会
長

　
竹
本　
信
次

委
員

　
田
成　
　
護

　
前
田
美
和
子

　
磯
野　
　
博

　
徳
永　
範
昭

委
員
長

　
前
田
美
和
子

副
委
員
長

　
田
成　
　
護

委
員

　
竹
本　
信
次

　
磯
野　
　
博

　
徳
永　
範
昭

副議長
浦
うら
邊
べ
　朝
とも
章
あき

副議長選挙結果
当選　浦邊朝章
　　　14票

就任あいさつ
　長洲町議会副議長に選任され、責任の大き
さを感じています。微力ながら、町民の信頼
に応え、より開かれた議会を目指していく所
存です。

監査委員の
選　　　任

福
本
み
や
子

（
全
員
賛
成
）

こ
の
ほ
か
、
広
報
調
査
特
別
委
員
会
の
構
成
に
変
更
が

あ
り
ま
し
た
。（
18
ペ
ー
ジ
参
照
）
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総務保健福祉常任委員会

　付託を受けて審査するため、
総務課より２回にわたり説明を
受け、庁舎等管理規則の定めの
とおり適切に対応していけば問
題ない等の意見が出た。
　採決の結果、賛成少数で不採
択すべきとされ、９月11日の
定例会で報告した。
　原案に対し、全会一致で不採
択となった。

研
修
報
告

町
村
議
会
議
長
会
委
員
長
研
修
会

　
７
月
26
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
さ

れ
、
兵
庫
県
立
大
学
教
授
の
山
端
直
人

氏
に
よ
る
獣
害
対
策
の
講
演
を
視
聴
し

た
。

　
地
域
の
問
題
解
決
の
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
大
型
檻
の
監
視
・
操
作
シ

ス
テ
ム
や
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
よ
る
既
往
デ
ー

タ
の
可
視
化
等
を
実
践
さ
れ
て
い
た
。

　
獣
害
対
策
の
進
め
方
と
し
て
、
政
策

と
し
て
の
体
制
の
構
築
、
体
系
立
て
た

集
落
支
援
等
に
よ
り
成
果
が
生
ま
れ
、

住
民
の
評
価
が
得
ら
れ
る
と
い
う
知
見

を
得
た
。

玉
名
郡
町
村
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会
及
び
球
技
大
会

　
８
月
25
日
に
南
関
町
の
ホ
テ
ル
セ

キ
ア
に
お
い
て
、
郡
町
村
議
会
議
長

会
議
員
研
修
会
及
び
球
技
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。
研
修
会
で
は
、
全
国
町

村
議
会
議
長
会
事
務
局
次
長
の
三
宅

達
也
氏
が
「
最
近
の
町
村
議
会
を
め

ぐ
る
動
向
」
と
題
し
て
町
村
議
会
の

現
状
と
課
題
、
今
後
の
取
組
等
に
つ

い
て
説
明
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
町
議

会
対
抗
の
球
技
大
会
（
ペ
タ
リ
ン
グ

競
技
）
が
あ
り
、
長
洲
町
が
合
計
得

点
で
１
位
と
な
り
、
数
十
年
ぶ
り
？

の
優
勝
を
飾
っ
た
。
ま
た
、
他
町
議

会
と
も
親
睦
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

郡研修は４年ぶりの実施

長洲町議会に優勝旗が！
４年ぶりののしこら祭にも

総踊りで参加

町
村
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会

　
10
月
６
日
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
県
町

村
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会
が
開
催
さ

れ
、
防
災
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
防
災
・

危
機
管
理
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
渡
辺
実

氏
に
よ
る
講
演
を
視
聴
し
た
。

　
災
害
に
関
す
る
情
報
や
、
日
ご
ろ
か

ら
備
え
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
等
に
つ

い
て
聞
き
、
議
員
一
人
ひ
と
り
の
「
防

災
力
」
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
感
じ
た
。

　
災
害
時
に
議
員
、
議
会
と
し
て
の
役

割
を
ど
う
担
っ
て
い
く
の
か
を
考
え
る

機
会
と
な
っ
た
。

正しい防災・減災の知識を学んだ

委員長報告

陳情第１号　庁舎内におけ
る職員への政党機関紙の勧
誘、配達、集金を自粛する
よう求める陳情
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※一般質問の内容は町ホームページで
　閲覧できます。

皆さん傍聴に来てみらんね！

　

■問い合わせ先

電話　７８－３２９１
議会事務局

手続きは住所・氏名・年齢を書くだけです

次の定例会は

開会の予定です
月11日（月）12

町民のひろば町民のひろば

傍聴席から 地域リポート

　「威厳」とは堂々とし、厳かな様子のことであ

る。残念なことに、それを感じられる議会ではな

かった。議長の許可のない発言や意図が分からな

い質問等には品位を疑った。傍聴人の私語も多

く、議員は自分を映している鏡と思っていただき

たい。威厳や品位のない議会は説得力に欠け、自

らの存在意義を損失させる。ただ、良質な質問を

した議員もいた。町民として、意義のある、そし

て品位のある議会を期待する。

　介護予防拠点施設で大明神区民の皆さんが手話

ダンスを始めて６～７年になる。月２回、和気あ

いあいと練習に励んでいる。

　手話ダンスは、歌詞のイメージを手話に変え、

リズムに合わせて踊る。今は『四季の唄』を練習

中である。日本の四季を手話で表し、美しいメロ

ディに乗せる。皆さんの笑顔と軽やかなステップ

を見て、この時間がとても楽しく、若さや元気の

源であることが伝わってきた。

栗原　賢尚さん（上沖洲区・男性） 大明神区

広
報
調
査
特
別
委
員
会

発
行
責
任
者

委
員
長
　
浦
邊
　
朝
章

副
委
員
長
　
福
田
　
史
治

委
　
員
　
田
成
　
　
護

委
　
員
　
前
田
美
和
子

委
　
員
　
林
　
　
敏
哉

委
　
員
　
荒
木
　
睦
子

委
　
員
　
福
本
み
や
子

議
　
長
　
福
永
　
栄
助

ひ 

と 

言

ひ 

と 

言
要
だ
と
強
く
感
じ
た
。

　
試
合
後
、
エ
ー
ス
の
選
手
が
来
年

の
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て

「
一
日
一
日
を
大
切
に
努
力
し
て

い
く
」
と
話
し
た
。
や
は
り
誰
し
も

が
夢
を
叶
え
る
た
め
に
は
、
目
標
に

向
か
っ
て
地
道
に
努
力
を
重
ね
る

し
か
な
い
。「
地
道
に
」
、
こ
れ
が
、

真
の
強
さ
の
原
点
で
あ
る
。（

前
田
）

　
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
、
ア
ジ
ア
大
会

で
各
競
技
が
行
わ
れ
た
中
に
卓
球
の

活
躍
が
あ
っ
た
。
中
国
開
催
で
ア

ウ
ェ
イ
の
歓
声
の
中
、
戦
う
日
本
代

表
の
姿
は
目
を
み
は
る
も
の
が
あ
っ

た
。
エ
ー
ス
を
背
負
う
緊
張
感
の

中
、
自
身
の
最
高
の
集
中
力
と
躍
動

を
四
角
の
台
上
で
展
開
し
て
い
く
。

ラ
リ
ー
、
デ
ュ
ー
ス
が
続
く
中
、
勝

つ
た
め
に
は
、
常
に
引
か
ず
攻
め
続

け
る
と
い
う
メ
ン
タ
ル
の
強
さ
が
必

　町民の皆さんの請求に基づき、議会が保有

する情報を公開する制度です。

　令和４年10月１日から令和５年９月30日

までの情報公開請求は、ありませんでした。

長洲町議会情報公開制度

  
議
長
 福
永
栄
助

広
報
調
査
特
別
委
員
会 〒869‐0198 熊

本
県
玉
名
郡
長
洲
町
大
字
長
洲
2766 

 TEL 0968‐
78‐

3291
FAX 0968‐

78‐
1092

発
行責
任
者

編
　
 集

な
が
す
議
会
だ
よ
り

2023年
11月

15日
発
行

N
o.155
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